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平成２８年度 第４回下野市教育委員会定例会議事録 

 

１ 日  時  平成２８年７月１５日（金）午後１時３０分から午後４時３０分 

２ 場  所  下野市役所３階 ３０３会議室 

３ 出席委員  委 員 長  永 山 伸 一 

          職務代理者  三 橋 明 美 

          委   員  熊 田 裕 子 

          委   員  石 嶋 和 夫 

          教 育 長  池 澤   勤 

４ 出席職員  教育次長       野 澤   等 

教育総務課長     坪 山    仁 

学校教育課長       海 老 原 忠 

生涯学習文化課長   増 渕 晴 美 

スポーツ振興課長   北 條    均 

学校教育課指導主事  稲葉 亜希恵 

学校教育課指導主事  星 野 友 保 

教育総務課課長補佐  伊 澤 仁 一 

教育総務課主幹    古 橋 栄 一 

５ 傍 聴 人  なし 

６ 議  案 

議案第２５号 下野市教育委員会後援名義等の使用及び下野市教育委員会教育長賞 

の交付に関する取扱要綱の一部改正について 

議案第２６号 下野市学校適正配置推進協議会委員の委嘱について 

議案第２７号 平成２９年度下野市立小中学校教科用図書の採択について 

    議案第２８号 下野市スポーツ大会出場激励金交付要綱の全部改正について 

７ 報告事項 

（１）平成２８年第２回下野市議会定例会の報告について 

（２）教育委員会後援等の承認について 

（３）寄附の受け入れについて 

（４）下野市学校情報化検討支援業務委託に係る契約事業者の特定について 

（５）南河内中学校区小中一貫教育推進協議会について 

（６）速報とちぎっ子学習状況調査結果の報告について 

  （７）下野薬師寺跡及び周辺文化財活用デジタルコンテンツ制作業務委託に係る契 

約業者の特定について 

    （８）平成２８年度市民体育祭ティーボール大会の結果について 

    （９）高藤直寿選手壮行会及びパブリックビューイングについて 

８ その他 

（１）市内中学校における空調設備工事の実施について 

（２）しもつけ風土記の丘資料館定期歴史講座について 
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（３）資料館２館合同スタンプラリーについて 

（４）薬師寺歴史館はにわ作り教室について 
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永山委員長 

 

 

 

 

 

池澤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

 

 

 

 

 

 

あいさつ  

議事録署名人の選任 永山委員長及び石嶋委員 

前回議事録の承認について、事前送付してある議事録の確認をお願いする。

訂正等があれば発言を求める。（特になし） 

議事録はこのとおり承認とする。 

次に、教育長の報告を求める。 

・６月１９日に大松山運動公園、国分寺運動公園、別処山公園の３カ所で

市民体育祭ティーボール大会が開催された。詳細は、後ほど北條スポー

ツ振興課長より報告を行う。 

・６月２０日から２４日にかけて、市内小中学校長及び教頭（３２名）と

の当初面談を実施した。 

・６月２１日に本市と栃木ＳＣとの地域支援パートナーシップ協定調印式

を実施した。県内では、９市町が協定を結んでいる状況である。詳細は、

後ほど北條スポーツ振興課長より報告を行う。 

・６月２３日に下野市幼児教育懇談会が開催され、幼保小連携教育につい

て意見交換を行った。また、８月２７日に開催されるキッズフェスティ

バルについての説明があり、後日チラシが配付される予定である。 

・６月２４日に教育福祉常任委員会が開催され、平成２８年度の事務事業

概要について報告を行った。 

・６月２８日に祇園小学校への共同訪問を行った。 

・６月２９日と７月６日に下野市教育委員会の外部評価委員会を開催し、

１３事業について各課が説明を行った。評価内容については８月の教育

委員会定例会において報告を行う予定である。 

・７月４日に野ばら幼稚園と古山小学校、７月１３日に緑小学校へ教育委

員の学校訪問を行った。 

・７月７日、８日に下都賀地区教育委員会連合会の学事視察に永山委員長、

三橋委員とともに参加し、長野県にある上田市立浦里小学校を視察し、

信州型コミュニティ・スクールについての講話を拝聴した。このコミュ

ニティ・スクールに関しては、教頭会で説明し、８月３日に行われる教

職員全体研修会においても説明する予定である。 

・７月１２日に平成２９年度下野市立小中学校教科用図書選定委員会が開

催された。当該委員会の答申を受け、本日の議事で採択を行うことにな

る。 

質疑等はあるか。（特になし） 

議事に入る前に、今回の議案を見ると、議案第２６号は人事案件であるこ

とから、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項」の規

定により非公開で行いたい。各委員の意見をお伺いする。 

全委員異議なし。 

それでは非公開で行うこととする。 

また、議案第２７号も第２６号同様、採択の決議については、非公開で行
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坪山教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

熊田委員 

 

坪山教育総務課長 

 

 

熊田委員 

 

 

永山委員長 

 

いたい。各委員の意見をお伺いする。 

全委員異議なし。 

それでは、採択の決議については非公開とする。 

次に、議事に入る旨を告げる。 

議案第２５号「下野市教育委員会後援名義等の使用及び下野市教育委員会

教育長賞の交付に関する取扱要綱の一部改正について」の説明を求める。 

【説明要旨】 

 当該議案はかねて、委員の皆さまからご指摘をいただいておりました実施

日を過ぎた後援名義等使用の承認の改善を図るため、「下野市教育委員会後

援名義等の使用及び下野市教育委員会教育長賞の交付に関する取扱要綱」の

一部改正を行うものである。また、併せて承認基準及び様式の一部変更につ

いても行うものである。 

「当該要綱新旧対照表」に基づき、以下の変更点について説明を行う。当該

要綱は公布の日から施行する。 

 

【主な改正点】 

・承認基準の変更（第３条） 

  「次に該当する場合は」を「次に掲げる基準をすべて満たす場合は」

に改めた。また、事業内容とそれ以外の承認基準に分かれていたも

のを一本化するとともに、「下野市後援等名義の使用許可に関する取

扱要綱」に明記されている承認基準を加えた。 

・申請の手続きの変更（第４条） 

  教育委員会で承認した事業について報告を行っているところである

が、報告の段階で既に事業が終了してしまっている場合が見られた

ため、事業の「開催前１４日」から「開催１月前」に変更した。 

  ・各種様式の変更（様式第１号、様式第２号、様式第６号） 

申請の際、開催する日付だけではなく、時間についても確認をしてお

く必要があることから、各種様式に表記されている「開催日程」を「開

催日時」に改めた。 

質疑等はあるか。 

第４条の申請の手続きについて、ポスターを作成し印刷を行うとなると、

１ヵ月前の申請では遅いのではないか。 

 過去の実績を確認すると、ポスター等を作成している団体は、１ヵ月前に

は申請しているようである。比較的規模の小さい大会やイベント等の事業申

請が遅いようなので、できるだけ早く申請するようにお願いをしている。 

 例えば、明日（１６日）に申請があり、その事業の日程が８月１７日で、

８月の後半（８月２０日）に教育委員会がある場合、事後報告になってしま

うと思うので、１ヵ月前では遅いと思う。 

教育委員会で報告を受けるタイミングの問題があると思うが、今回の改正

により、提出が早くなれば良いと思う。以前は何ヵ月かまとめて報告をして
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石嶋委員 

 

永山委員長 

 

いたことを考えると、少しずつ改善がなされていると思う。後援等名義等に

関しては、常勤である教育長の委任事務として処理をお願いし、教育委員会

では報告という形になっている。制度上は数カ月まとめて報告しても支障は

ないと思うが、教育委員会の名義を使用しており、各委員はその内容を知っ

ておく必要があると思うので、直近の報告をお願いしているところである。 

報告事項となっているため、後日報告になる場合もあって良いのではない

かと思う。 

窓口での相談や開催時期の近い申請を受けた際には、できるだけ早く申請

していただくようにお願いしているので、今後も継続して声かけをしていき

たいと思う。 

他に質疑等はあるか。 

承認の基準について、第３条第６号に「役員その他行事関係者が信用し得

る者と認められるもの。」とあるが、信頼し得る者の基準や確認方法が難しい

のではないか。信頼できないから、この基準を満たしていないと言えるのか

どうか疑問である。 

確かにこの部分の判断は難しいと思う。規定では、申請を行った団体役員

だけではなく、事業に関与する団体や関係者においても、社会通念上の問題

があるかどうかを判断するものとなっている。 

近年見られるようになった、ヘイトスピーチ等の申請があった場合、この

基準がかえって火に油を注ぐことにならないか懸念される。 

この基準に照らせば、暴力団やその関係者が講演の賛同者であることが明

らかである場合などは、不承認ということになると思う。しかし、「信頼し得

る」範囲が個々の政治的信条となると、表面化しない限り線引きのハードル

は高くなってくる。 

確認方法は困難であるが、申請者からの聞き取りを通じて情報を収集し、

総合的に判断していきたいと思う。 

例えば、殺人犯が本を出版し、その本についての講演会を行うような場合

は、石嶋委員のご指摘を踏まえても不承認とすることは可能だと思う。 

また、この規定の判断が困難な場合、第７号（講習会、研究会その他の集

会にあっては、その講師が事業目的に適した者であり、公序良俗に反しない

もの。）や第９号（その他社会的な非難を受ける恐れがないもの。）に照らし

て不承認とすることもできると思う。 

ご指摘内容を踏まえ、今後とも承認、不承認に関しては慎重に判断してい

きたいと思う。 

予防線となると思うので、承認基準の項目は多い方が良いと思う。 

他に質疑等はあるか。 

現行に比べて改正案の第３条第７号は、表現が分かりやすくなったため、

良い表現になったと思う。 

それでは、改正案の要綱で運用し、その中で問題や困難な事例が発生した

場合は、すぐに教育委員会に相談していただき、それに応じた改正を考えて
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いきたいと思う。 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

このとおり決定してよろしいか。（全委員承認） 

議案第２５号は原案どおり決定する。 

続いて、議案第２６号「下野市学校適正配置推進協議会委員の委嘱につい

て」説明を求める。 

【説明要旨】 

 「下野市学校適正配置推進協議会設置要綱」第３条の規定により、１７名

の委員を委嘱するものである。委員の任期は３年で、委嘱期間は委嘱の日か

ら平成３１年３月３１日まで。 

  

 以下、非公開。 

  

 このとおり決定してよろしいか。（全委員承認） 

議案第２６号は原案どおり決定する。 

ここで非公開を解く。 

 次に、議案第２７号「平成２９年度下野市立小中学校教科用図書の採択に

ついて」説明を求める。 

【説明要旨】 

 平成２８年５月２６日付けで、平成２９年度に特別支援学級で使用する教

科用図書の選定について、下野市立小中学校教科用図書選定委員会へ諮問を

行なったが、本日、当該委員会より選定結果の答申があったので、その採択

について提案するものである。 

詳細については、稲葉指導主事より説明を行う。 

【説明要旨】 

資料「平成２９年度使用教科用図書調査報告書（小中学校特別支援学級用）」

に基づき選定の概要説明を行う。 

 

【小学校特別支援学級教科用図書】 

①選定の方針について 

・児童の能力差や発達段階に応じて活用ができること。 

・興味・関心を高め、日常生活に即して学習ができること。 

・色彩が豊かで写真やイラスト等が多く、児童の五感に働きかけてイメー

ジを膨らませることができること。 

・体験的な学習ができること。    等 

②一般図書として新たに取り入れた図書について 

○社会及び地図：『どらえもんちずかん 1にっぽんちず』（小学館） 

・全国の都道府県や鉄道をはじめ、各地方の風土、慣習もわかるため、

身近な生活や他教科、他領域と関連させて活用できる。 

・親しみやすいキャラクターと共に地図の上で旅行しているような感
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覚を味わうことができるため、学習意欲の向上が期待できる。 

○社会及び地図：『どらえもんちずかん２せかいちず』（小学館） 

・世界各地の人々の生活の様子や特徴が分かりやすく取り上げられて

いて、生活経験を広げることに役立つ。 

・写真やイラストが豊富で、児童が興味を持って学習に取り組める。 

・世界の動物、料理、家、祭りなどが分かりやすく表記されている。 

 

新たに選定した２冊は、社会科及び地図として利用できる教科書となって

いる。昨年まで使用していた社会科用図書と地図帳を兼ねた教科書が廃版と

なってしまったが、新たにリニューアルされたため、採択することになった。 

 

【中学校特別支援学級教科用図書】 

①選定の方針について 

・生徒が自立して社会参加するために、必要な知識や技能、態度を身につ

けることができる日常生活や家庭生活、職業生活に役立つような題材が

取り上げられていること。 

・生徒の興味・関心、個人差や能力差に応じて活用できること。 

・義務教育期間中に定着が図れるよう、適切な分量であること。 等 

②一般図書として新たに取り入れた図書について 

○地図：『キッズレッスンＢＯＯＫ①にっぽんちず』（ＪＴＢパブリッシ

ング） 

・各県ごとの特色がわかりやすいイラスト付きで載っている。 

・日本の主な山、川、湖についてまとめてあり、興味関心を持って学

習に取り組むことができる。 

○音楽：『ＤＶＤでひけるはじめてのピアノえほん２ たのしいピアノの

うた』（成美堂出版） 

・童謡、アニメ、クラシックなどの曲がたくさん載っている。 

・ＤＶＤの解説も丁寧で分かりやすい内容になっている。 

・小学校で採択されている「ＤＶＤでひける！はじめてのピアノえほ

ん１ たのしいピアノのおけいこ（成美堂）」と同じシリーズになっ

ている。  

 

質疑等はあるか。 

 中学校特別支援学級の音楽について、ＤＶＤで聴くことができるようであ

るが、ＤＶＤがついてくるという点も選定理由になったのか。 

 ご指摘のとおりである。 

 ＤＶＤということは、音声ではなく映像でも学ぶことができるのか。 

 画面を見ながら学ぶことが可能であり、情報機器を利用することができる

ので使いやすいものとなっている。 

 他に質疑等はあるか。 
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 廃版になり供給できなくなった教科書の状況について教えていただきた

い。 

 今年度、廃版になった教科書は全部で９冊であり、下野市の採択に関わる

ものは、小学校では社会及び地図の計３冊と中学校では国語及び社会の計２

冊が廃版となったため、お配りした資料からは削除されている。 

他に質疑等はあるか。（特になし）  

それでは採決に移りたい。採決の内容については非公開とする。 

なお、当議案で使用した会議資料は、後ほど回収させていただくのでご了

承いただきたい。 

 

【採決 非公開】 

 

ここで非公開を解く。 

議案第２７号「平成２９年度下野市立小中学校教科用図書の採択について」

は、本日上程された原案のどおり、全会一致を以て採択したことを報告する。 

 

・平成２９年度使用小学校特別支援学級用教科用図書の採択一覧表 

（次年度から新たに加えるもの） 

 

科 目 書    名 
教科用図書 

発行者名 

社会 

地図 

どらえもんちずかん１にっぽんち

ず 
小学館 

社会 

地図 
どらえもんちずかん２せかいちず 小学館 

・平成２９年度使用中学校特別支援学級用教科用図書の採択一覧表 

（次年度から新たに加えるもの） 

科 目 書    名 
教科用図書 

発行者名 

地図 
キッズレッスンＢＯＯＫ①にっぽ

んちず 

ＪＴＢパブリッシ

ング 

音楽 
ＤＶＤでひけるはじめてのピアノ

えほん２ たのしいピアノのうた 
成美堂出版 

 

 次に、議案第２８号「下野市スポーツ大会出場激励金交付要綱の全部改正

について」説明を求める。 

【説明要旨】 

 下野市出身の髙藤直寿選手（柔道６０㎏級）がリオ五輪に出場することが
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永山委員長 

石嶋委員 

北條ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

永山委員長 

 

 

 

 

 

坪山教育総務課長 

 

 

永山委員長 

池澤教育長 

 

決定し、７月１６日には壮行会、８月６日・７日にはパブリックビューイン

グが庁舎１階ロビーで行われる予定である。市をあげてメダルの獲得を期待

しているところであり、髙藤選手がリオ五輪で優秀な成績（３位以内）を収

めた場合、その偉業を称えるため、下野市より褒賞金を贈呈したいと考えて

いる。しかしながら、支給するための法的根拠が未整備であるため、今回、

「下野市スポーツ大会出場激励金交付要綱」に褒賞金の交付に係る規程を追

加し、「下野市スポーツ大会激励金及び褒賞金交付要綱」として改正するもの

である。 

 以下、「当該要綱新旧対照表」に基づき、改正点について説明を行う。当

該要綱は公布の日から施行する。  

 

【主な改正点】 

・現行第４条の変更 

  激励金における国際大会の大会区分を「世界選手権大会及びオリン

ピック並びにパラリンピック以外の国際大会」、「世界選手権大会」、「オ

リンピック及びパラリンピック」の３つに変更した。また、褒賞金に

おける大会区分（「世界選手権」と「オリンピック及びパラリンピック」）

及び交付額（大会区分それぞれ３０万円、５０万円）を新たに追加し

た。 

・現行第８条の変更 

  今後、当該要綱が運用しやすいように、その他の必要事項は「市長

が別に定める」から「教育委員会が別に定める」に変更した。 

・様式の追加 

  褒賞金の内容が追加されたことから、褒賞金の申請書を新たに追加

した。 

 質疑等はあるか。 

 金額については、小山市や宇都宮市などと調整して設定しているのか。 

 近隣市町の状況調査し金額の設定をさせていただいたところである。  

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

このとおり決定してよろしいか。（全委員承認） 

議案第２８号は原案どおり決定する。 

議決には関係ないが、一般的な質問として教育委員会の要綱であるのにも

関わらず、規程の主体が「市長」となっているが、「教育委員会」としなくて

も良いのか。 

下野市として激励金を贈呈していたため、市長に申請書を提出していただ

くような規程になっているが、事務の細部については教育委員会が主体とな

って行っている。 

それならば、条例で決めていただいても良いのではないかと思う。 

スポーツに関連する部署ということで、教育委員会内のスポーツ振興課が

業務を行っている。 
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永山委員長 

北條ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

野澤教育次長 

 

 

永山委員長 

石嶋委員 

 

北條ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

 

永山委員長 

 

 

野澤教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小山市は教育委員会として規程しているのか。 

教育委員会の内規として取り扱っているところである、 

小山市は内部規程のみであるが、下野市ではきちんと要綱に定めることに

なった。既に、「下野市スポーツ大会出場激励金交付要綱」が存在していたこ

とから、この要綱に付け足す形で改正させていただいたところである。 

 他に質疑等はあるか。 

 第３条について、小学生のクラブチームが全国大会で優勝した場合は対象

となるのか。 

 申請していただき、交付対象者であれば、クラブチームであっても対象と

なる。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

 続いて、報告事項に移ることを告げる。 

（１）平成２８年第２回下野市議会定例会の報告について説明を求める。 

【説明要旨】 

｢平成２８年第１回下野市議会定例会会期日程｣及び「平成２８年第１回下

野市議会定例会一般質問通告一覧」に基づき、定例会の日程及び教育委員会

に関連する一般質問と答弁内容について説明を行う。 

 

【説明の概要】 

○議長及び副議長の辞任に伴い、新議長及び副議長が選任され、また、任

期満了に伴う常任委員会委員の選任が行われた。 

○教育委員会事務局に関連する議案 

・平成２７年度下野市一般会計継続費繰越計算書の報告について（石橋

北小学校給食施設改修事業の繰越額の変更） 

・平成２７年度下野市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について（小

中学校施設非構造部材修繕事業・東の飛鳥プロモーション事業・大松

山運動公園拡張整備事業） 

・平成２８年度下野市一般会計補正予算（第１号）について（エネルギ

ー教育に関して補正を行った） 

○一般質問について 

塚原議員：「公民館の運営及び今後のあり方について」 

下野市教育大綱の目指すべき方向性において、「生産にわたる多様な

学習機会を提供するため、生涯学習実施期間の機能充実を図る」とある

ことから、以下の３点について問う。 

（１）４つの公民館の運営状況。 

（２）下野市公共施設白書では、４つの公民館は築４９年～２１年と

なっている。現施設の状況。 

（３）今後の公民館のあり方について 

○請願について 

「児山城址史跡保存整備の請願」が、教育福祉常任委員会に付託され、
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坪山教育総務課長 

 

 

永山委員長 

 

坪山教育総務課長 

 

 

永山委員長 

熊田委員 

坪山教育総務課長 

永山委員長 

 

 

坪山教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

熊田委員 

 

坪山教育総務課長 

 

永山委員長 

 

 

 

坪山教育総務課長 

結論は出なかったため継続審議となった。 

質疑等はあるか。（特になし）  

 

ここで会議開始より９０分経過したので暫時休憩とし、開始を１５時５分

とする。 

 

議事再開の旨を伝える。 

報告事項の（２）教育委員会後援等の承認について説明を求める。 

【説明要旨】 

教育委員会後援等承認一覧に基づき、７月現在で７件の承認をした旨の報

告を行う。７件すべて後援の申請であり、うち１件が新規団体である。 

質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、（３）寄附の受け入れについて説明を求める。 

【説明要旨】 

 下野市在住の方から１，７７１点の古文書と市有形文化財である「寛政十

年写 天和元年薬師寺村外九ヶ村申出図」の寄附を受けた旨の報告を行う。 

 質疑等はあるか。 

 今後、いただいた古文書は専門家に調査してもらう予定なのか。 

 町史編纂で使用した資料であるため、内容は調査済みとなっている。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

次に（４）下野市学校情報化検討支援業務委託に係る契約事業者の特定に

ついて説明を求める。 

【説明要旨】 

 下野市学校情報化検討支援業務委託を行う業者を特定するため、プロポー

ザルを行ったところである。５月３０日に第１回選定委員会を開催し、３社

を選定したところ、うち１社から提案書の提出があった。その後、この１社

のプロポーザルを実施し、選定委員９名による採点の結果が基準を満たした

ため、見積を依頼し、契約をする運びとなった。今後は、この業者に依頼し、

学校情報化の方向性や導入効果の検討を行い、最終的に１２月までには結果

を出していきたいと思う。 

 質疑等はあるか。 

 もっと多くの業者から手が挙がると思っていたが、提出業者が少なかった

理由はあるのか。 

 委託内容についての実績がある業者が少なく、学校のパソコン状況を把握

していなかったからだと思う。 

 プロポーザルということになると申し出る業者も相当準備をしなければな

らないため、なかなか準備が整わないと手が挙がらないと思われる。 

 もし、プレゼンテーションの内容に満足いかなかった場合はどうするのか。

また、合否の基準などは設けているのか。 

 基準は特に設けていないが、６割程度を合格の最低ラインとして考えてい
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海老原学校教育課長 
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星野指導主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

石嶋委員 

星野指導主事 

石嶋委員 

星野指導主事 

 

 

 

熊田委員 

 

る。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（５）南河内中学校区小中一貫教育推進協議会について説明を求め

る。 

【説明要旨】 

 ７月１日に開催した第１回協議会において、８年間実施してきた小中連携

教育の取組状況等について報告するとともに、以下の内容について概要説明

を行う。 

・下野市学校適正配置基本計画における協議会設置の根拠 

・学校教育に関する近年の国の政策 

・小中一貫校と義務教育学校の違い 

・南河内中学校区の小中学校の現状 

・今後の児童生徒数の推移や学級数の増減等 

 質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（６）速報とちぎっ子学習状況調査結果の報告について説明を求め

る。 

今回、星野指導主事にご同席いただいているので、内容について説明をお

願いする。 

【説明要旨】 

 「とちぎっ子学習状況調査結果（下野市の概要）」に基づき説明を行う。

今年は調査業者が変わったため、採点方法や基準が変更となった。 

下野市においては、小学校ではすべての領域において、中学校では国語「伝

統的な言語文化と国語の特質に関する事項」、社会「世界各地の人々の生活

と環境」、理科「身近な物理現象」「植物の生活と種類」「大地の成り立ち

と変化」を除く領域で県の平均正答率を上回っている。児童生徒質問紙では、

小中学校ともに「学級力」に関する項目で良い傾向が見られた。「問題解決

力」は学年が上がるにつれて下がる傾向にある。本市は「規律力」が低いと

いうデータがあったが、県と同等又は上回っている傾向にあり、昨年から改

善されていると思われる。 

 今後この結果をさらに分析し、学習指導や生活指導に生かしていきたい。 

 質疑等はあるか。 

 学習の分布状況はどのようになっているのか。 

 ほぼ正規分布を取っており、県の平均とほぼ変わらない。 

 無回答率はどのような状況であったのか。 

 今回の調査では点数を取った順にＡ～Ｄの４階層に分けて分析している。

その中ではＤ層の無回答率が高い。Ａ・Ｂ層が突出して出来ているがＣ・Ｄ

層が出来ていないという二極化が起きている設問もあり、そこを見てもＤ層

の無回答率が高くなっている。 

 中学校の社会と理科で県平均よりも低かった項目については、授業でやっ

ていなかったということはないのか。 
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永山委員長 

 

 

坪山教育総務課長 

 

 

 

 

 

永山委員長 

 

坪山教育総務課長 

石嶋委員 

伊澤教育総務課長補佐 

 

社会については授業が「世界地理」からスタートするため、調査対象であ

る２年生の段階では、内容を忘れている可能性が高い。 

 理科の項目については、年度末に授業で取り扱うため、繰り返しによる定

着作業が図られていないことが原因であると思われる。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（７）下野薬師寺跡及び周辺文化財活用デジタルコンテンツ制作業

務委託に係る契約業者の特定について説明を求める。 

【説明要旨】 

 ５月３０日に企画提案者の選定を行った結果５社が選定され、うち２社の

プロポーザル及びヒアリングを７月１日に行った結果、契約業者を決定した。

資料に基づき、企画提案者の特定者（契約業者）と特定理由について説明を

行う。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

 続いて、（８）平成２８年度市民体育祭ティーボール大会の結果について説

明を求める。 

【説明要旨】 

 ６月１９日に各地区３会場で実施した下野市民体育祭ティーボール大会の

戦績について報告を行う。各地区で優勝・準優勝・３位を決定しており、参

加チーム数は昨年と同様であった。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（９）高藤直寿選手壮行会及びパブリックビューイングについて説

明を求める。 

【説明要旨】 

 ７月１６日に行われる高藤選手の壮行会と８月６日から７日にかけて行わ

れるパブリックビューイングについて説明を行う。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

 次に、その他に移ることを告げる。 

（１）市内中学校における空調設備工事の実施について説明を求める。 

【説明要旨】 

 昨年実施した市内１２小学校への空調設備設置に引き続き、市内４中学校

７７部屋（９４基）の設置を実施する旨の報告を行う。 

工期は６月１５日から９月３０日となっているが、各業者には９月から使

用できるよう夏休み中の工事終了を依頼している。また、県内で本市のみが

国庫補助金として３，８００万円の学校施設環境改善交付金を受けている。 

 質疑等はあるか。 

 なぜ、下野市だけが国庫補助を受けられたのか。 

 昨年１２月に国の補正予算が出た際に補助申請したためである。 

 理科室にはエアコンは設置されないのか。 

 昨年の小学校の空調設備設置時に基準を定めたが、音楽室は防音の関係上

窓を開けられない事情があったため、設置することとした。理科室は火気を
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使うため、学校側から設置してほしいとの要望もあったが、予算の都合上困

難であった。 

 生徒数に比べ国分寺中学校の契約金額が一番低いのはなぜか。 

 室外機等の配管状況により、学校ごとに工事費用が変わってくる。また、

国分寺中学校は平成２５年度、２６年度に大規模改修工事に併せ、音楽室等

にエアコンを設置したため、金額が少なくなっている。 

 今後、老朽化している空調設備について入れ替えは行うのか。 

 今回の工事では既に設置されている空調設備の入れ替えは除外しており、

老朽化の状況により今後対応していく。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

 続いて（２）しもつけ風土記の丘資料館定期歴史講座について説明を求め

る。なお、その他（３）と（４）についても、生涯学習文化課からのお知ら

せとなるため、一括して説明をお願いする。 

【説明要旨】（２）しもつけ風土記の丘資料館定期歴史講座について 

 しもつけ風土記の丘資料館歴史講座のパンフレットに基づき日程等の説明

を行う。申込定員は６０名となっており、第１回は８月９日から受け付ける

予定である。 

【説明要旨】（３）資料館２館合同スタンプラリーについて 

 夏休み特別企画として下野薬師寺歴史館及びしもつけ風土記の丘資料館の

２館で開催されるスタンプラリーについての説明を行う。 

【説明要旨】（４）薬師寺歴史館はにわ作り教室について 

 壬生町、上三川町、下野市の広域連携事業として、はにわ作り教室を開催

する旨の説明を行う。募集定員にまだ空きがあるため、募集を継続している

ところである。 

 以上３件について、質疑等はあるか。 

 （２）について、受講料１００円とは講座１回ごとの金額であるのか。 

 ご指摘のとおりである。資料やパンフレット作成のため徴収している。 

 （４）について、チラシには「はにわ」を壬生町の電気釜で焼き上げると

書かれているが、埴輪の運搬は「はにわ会」の方で行うのか。 

 「はにわ会」の方と一緒に壬生町に運び、焼き上がったものは下野市職員

が取りに行き、参加者に配布する予定である。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

それでは、各課長から報告等があればお願いする。 

 ６月１８日の総合教育会議で南河内中学校区において不審者が出没したと

の報告を行ったが、６月末に不審者が逮捕されたと警察から連絡があった。

今後も季節の変わり目など、不審者の出やすい時期に、防犯パトロールを継

続実施していく予定である。 

 下野市学校教育サポートセンター学習支援事業「いきいき学び塾」を夏休

みである８月中に４中学校で実施する予定である。夏休みの課題が終わらな

い等の理由で９月に不登校、行き渋りの生徒が多くなることから、学習の機
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会を設定して支援するものであり、各校８日間実施する予定である。 

 質疑等はあるか。 

これは子どもたちの自主的な申込に任せるのか。また、先生方からの声か

けは行うのか。 

 声かけ等は各学校で行う。例えば、部活動終了後に夏休みの課題を行う時

間を設けている部活担当の先生もいるため、この機会に学び塾を利用するよ

うに呼びかけている。 

 先生方は子ども一人ひとりの学習状況を理解しているため、学習面で引っ

かかっている子には積極的に声をかけていただきたい。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

 他に、報告等があればお願いする。 

 栃木ＳＣとの地域支援パートナーシップ協定の締結について報告を行う。

本年３月に策定した「下野市スポーツ推進計画」の基本目標に基づき、スポ

ーツ振興を図るため６月２１日に調印式を行い、協定を締結した。既に栃木

県と１０市町が締結をしている。 

なお、下野市は栃木ＳＣへ年１０８万円の経済支援を行い、栃木ＳＣの協

力を得て、ホームゲームの無料招待や小学生を対象としたサッカー教室、高

齢者を対象とした介護予防体操教室を実施する予定である。 

 質疑等はあるか。 

 高齢者を対象とした介護予防体操教室について、講師は選手ではなく選手

のトレーナーが行うということか。 

 ご指摘のとおりである。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

 最後に、事務局より連絡事項等があれば説明を求める。 

 ７月２９日に開催される教育委員会全体研修会の交通手段等について、確

認を行う。 

次回の教育委員会は８月１８日（木）の午後１時３０分の予定とする。 

本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後４時３０分閉会。 

 


